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旬コレ 問い合わせ　農政課（☎27－2757）

―生産者からひとこと
　200年以上の間、地元で大
事に作ってきたネギです。昔
からあるものですので、これ
からも残していきたいと考え
ています。市民の皆さんにぜ
ひ、食べてもらいたいです。

―下植木ねぎとは
　200年以上の歴史がある伝統野菜です。元々は贈答用の品とし
て作られていて、種を植えてから収穫までに１年近くかかるので、
冬の時季しか、出荷することができません。
―特徴は
　糖度が非常に高く、約20度あります。煮たり焼いたりして、火
を通すことで甘味が増し、とろけるような柔らかさになります。
―おいしい食べ方は
　すき焼きなどの鍋物で食べると美味しいです。細かく刻んでみ
そ汁に入れたり、天ぷらでかき揚げにしたりするのもおすすめで
す。

コレクション NO.7コレクション NO.7「下植木ねぎ」「下植木ねぎ」

～ 知ってる？
地元のいい味・この味！～

地元、いせさきの“旬”をお届け！ 旬の農産物
　コレクション

下植木葱研究会 
会員の皆さん

ねぎ

　　伊勢崎市の魅力・再発見
移住してきた人が語る伊勢崎市の魅力とは？
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いき
いき公民館

自慢の
サークル
紹介

自慢の
サークル
紹介

●活動状況は？
▶月２回程度
●活動場所は？
▶赤堀公民館
●メンバーは？
▶15人

　活動では主に、会話形式の例文を基に手話の練習をしていま
す。単語ごとに皆さんが分からない部分を理解してから、文章を
練習します。参加者の習熟度に合わせて通訳もしてもらえるので
安心です。練習する例文は、日常の会話やドラマのセリフなどか
ら、月ごとに参加者が順番に考えます。交流の時間を設けてい
て、直接ろう者と関わって「ろう文化」に触れたり、旬な話題を手
話で楽しんだりしています。

赤堀公民館（☎62−1153）
第92回

サークル名 赤堀手話広場

●あなたと市政をつなぐ情報紙●●あなたと市政をつなぐ情報紙● 2019年（令和元年） No.359

12月１日号

編集後記

　私はずっと伊勢崎市で暮ら
していますが、伊勢崎市の魅
力を聞かれても、これまでは
ぼんやりとしか答えることが
できませんでした。
　しかし、市役所に勤め、広
報課としてさまざまなイベン
トや人を取材していくうちに、
徐々に伊勢崎市の良さを感じ
られるようになりました。
　本紙では、市民の皆さんに、
伊勢崎市の魅力を改めて意識
してもらえるように、いろい
ろな人のインタビューを絡め
て市の魅力を紹介しています。
皆さんは、伊勢崎市にどんな
魅力があると思いますか？（は）

赤堀・東・宮郷地区放課後児童クラブ入所児童募集 ･･  P12
土・日曜日窓口業務を休止します ････････････････････  P12
土地・建物・償却資産の申告を忘れずに ･････････････  P13
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2019年
11月

１
日
現
在

●
人
口
	
213,349人

	（前
月
比
＋
35）

●
世
帯
数
	
90,668戸

	（前
月
比
＋
50）

特集
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市
民
意
識
調
査
か
ら
見
え
る

伊
勢
崎
市
の
住
み
よ
さ

　市
で
は
、
皆
さ
ん
が
市
政
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
を
把
握
し

て
、
今
後
の
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く

た
め
に
、
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
調
査
で
は
、
市
内
に
在
住
の

満
20
歳
以
上
の
人
に
、
本
市
の
住
み
よ

さ
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。
令
和
元
年

度
の
調
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
伊
勢
崎
市
の
住
み
よ
さ
に
つ
い
て
】

【
住
み
よ
い
や
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住

み
よ
い
を
選
ん
だ
理
由（
14
項
目
の
う

ち
考
え
に
近
い
物
を
３
つ
回
答)

】

　
　
　
　＊
　
　
　
　
　＊
　
　
　
　

　こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
市
内
に
在
住

の
多
く
の
人
が
伊
勢
崎
市
を
住
み
や
す

い
ま
ち
だ
と
感
じ
て
い
て
、
災
害
の
少

な
さ
や
買
い
物
の
便
利
さ
な
ど
、
日
常

生
活
か
ら
住
み
よ
い
と
感
じ
て
い
る
人

が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
伊
勢
崎
市
の
良
い
と
こ

ろ
を
聞
か
れ
た
と
き
に
、
何
を

最
初
に
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
　人
柄

や
風
土
、
食
べ
物
な
ど
、
人
に
よ
っ
て

感
じ
て
い
る
も
の
は
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思

い
ま
す
。
本
紙
で
は
そ
ん
な
伊
勢
崎
市

の
魅
力
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　企
画
調
整
課（
☎
（27）
２

７
０
７
）

伊
勢
崎
市
の
魅
力
・
再
発
見

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
本
市
に

移
住
し
て
き
た
人
た
ち
の
声

を
紹
介
し
ま
す
。
移
住
し
て

き
た
人
た
ち
は
伊
勢
崎
市
を

ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

冬

春

夏

秋

どちらかといえば
住みよい 44.4%

 

住みにくい
1.5%

どちらかと
いえば
住みにくい
9.3%

どちらとも
いえない
13.0%

無回答
2.6%

住みよい
29.2%

64.7% 

52.6% 

46.0% 

27.3% 

21.0% 
利用しやすい公園・
スポーツ施設が
あるから

自然環境がよいから

車移動が便利だから

買い物が便利だから

比較的災害が
少ないから

どちらかといえば
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13.0%
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住みよい
29.2%
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21.0% 
利用しやすい公園・
スポーツ施設が
あるから
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少ないから
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魅
力
ポ
イ
ン
ト
①

魅
力
ポ
イ
ン
ト
②

　私
が
伊
勢
崎
市
に
引
っ
越
し
て
き
た

の
は
去
年
の
９
月
で
す
。
こ
れ
ま
で
群

馬
県
す
ら
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
移
住
し
て
、
最
初
は
気
候
の

違
い
に
戸
惑
い
ま
し
た
。
元
々
暮
ら
し

て
い
た
場
所
は
、
海
が
近
か
っ
た
の
で
、

夏
は
風
が
あ
り
、
冬
も
そ
れ
ほ
ど
風
が

強
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
伊
勢
崎
市

は
夏
暑
く
て
、
冬
寒
く
て
季
節
が
は
っ

き
り
し
て
る
の
で
驚
き
ま
し
た
。

　伊
勢
崎
市
に
住
ん
で
一
番
魅
力
を
感

じ
る
の
は
、
大
き
な
公
園
が
多
い
こ
と

　高
崎
市
の
農
業
法
人
に
勤
務
し
て
い

た
こ
と
で
、
高
崎
市
で
農
家
と
し
て
独

立
し
よ
う
と
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
愛
着
の
あ
る
伊

勢
崎
市
で
農
業
を
始
め
よ
う
と
決
心
し

ま
し
た
。

　私
の
畑
で
は
ダ
イ
コ
ン
や
ニ
ン
ジ
ン
、

サ
ツ
マ
イ
モ
、
ハ
ウ
ス
内
で
レ
タ
ス
や

ケ
ー
ル
な
ど
の
葉
物
野
菜
を
主
に
栽
培

し
て
い
ま
す
。
私
の
家
は
も
と
も
と
農

家
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
農
業
を
始
め

る
土
地
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
す
。
家
の
近
く
に
も
公
園
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
走
っ
て
遊
び
に
行

く
よ
う
な
面
白
い
遊
具
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
、
大
き
な
公
園
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る

っ
て
い
う
の
が
良
い
で
す
ね
。
娘
は
ブ

ラ
ン
コ
が
好
き
な
の
で
、
家
の
近
く
の

連
取
南
公
園
や
連
取
中
央
公
園
に
は
よ

く
行
き
ま
す
。
華
蔵
寺
公
園
遊
園
地
も

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
最
初

に
行
っ
た
と
き
は
、
入
園
料
が
掛
か
ら

ず
、
乗
り
物
も
安
い
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。

で
地
元
で
畑
を
持
っ
て
い
る
知
人
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
貸
し
て
も
ら
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
一
人

だ
け
で
な
く
同
じ
上
蓮
町
内
の
複
数
の

人
た
ち
に
畑
を
貸
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
、
現
在
は
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の

農
地
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。

　私
は
農
家
に
な
っ
て
こ
と
し
で
４
年

目
で
す
。
い
ろ
い
ろ
と
大
変
な
こ
と
は

あ
り
ま
す
が
、
伊
勢
崎
市
で
農
業
を
す

る
こ
と
に
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
伊
勢
崎
市
は
前
橋
市・

大
き
い
公
園
が
多
い
の
が
魅
力
的

生
ま
れ
育
っ
た
地
元
で
農
業
を

菅
す が

 政
ま さ

信
の ぶ

 さん（連取元町）
　 理

り

香
か

 さん
　 誉

ほまれ

 君
　 歩

あゆみ

 ちゃん
　日本ピュアフード株式会
社は、日本ハム株式会社100 
%出資の食品会社です。伊
勢崎プラントは昨年11月か
ら稼働を開始。工場では企
業向けのローストビーフな
どを製造しています。

日本ピュアフード株式会社
伊勢崎プラント（東上之宮町）

公
園
の
多
さ

　市
内
に
は
華
蔵
寺
公
園
を
は
じ
め

と
す
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
公
園
が
約

２
６
０
あ
り
ま
す
。

　ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
人
、
犬
の

散
歩
を
す
る
人
、
家
族
や
友
達
と
一

緒
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
な
ど
、
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
う
公
園
。
い
せ
さ
き

市
民
の
も
り
公
園
な
ど
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
楽
し
め
る
公
園
も
あ
り
、
花

見
の
時
季
や
週
末
に
、
家
族
や
友
人

な
ど
と
一
緒
に
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
め

る
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

五
い が ら し

十嵐 洋
よ う

一
い ち

 さん（上蓮町）

　上蓮町に生まれ、大学進学のために北海道へ。その
後、伊勢崎市に戻り大学の事務職に就くが、農業をや
りたいという思いから、高崎市に引っ越し、高崎市倉
渕町の農業法人に転職。働きながら農業のノウハウを
学び、10年間勤務した後に退職。現在は上蓮町で農業
を行っている。

プロフィル

　政信さんは日本ピュアフード株式会社に勤務。伊勢
崎宮郷工業団地への新工場立ち上げに伴い、兵庫県か
ら一家で伊勢崎市に移住してきた。

プロフィル

▶いせさき市民のも
り公園のふわふわド 
ームは子どもたちに
大人気

▶前橋市・太田市・
館林市と伊勢崎市を
つなぐ県道２号線

◀たくさんの人でに
ぎわう公園（子供の
もり公園伊勢崎） 

◀ＪＲ両毛線と東武伊
勢崎線が交わる伊勢
崎駅

高
崎
市
・
桐
生
市
・
太
田
市
な
ど
の
大

き
な
市
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
あ
り
、

日
中
の
流
動
人
口
が
多
い
の
で
、
野
菜

な
ど
を
売
る
の
に
は
良
い
場
所
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
佐
波
伊
勢
崎
の
大

き
な
直
売
所
も
あ
り
ま
す
。
私
の
畑
で

作
っ
た
野
菜
は
、
直
売
所
だ
け
で
な
く
、

前
橋
市
・
高
崎
市
・
桐
生
市
・
伊
勢
崎

市
の
飲
食
店
な
ど
で
も
使
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　多
く
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
農
業
を
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

交
通
網
の
充
実

　本
市
は
Ｊ
Ｒ
両
毛
線
と
東
武
伊
勢

崎
線
が
交
わ
る
鉄
道
交
通
の
拠
点
で

す
。
北
関
東
自
動
車
道
が
横
断
し
、

伊
勢
崎
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
波
志

江
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　幹
線
道
路
な
ど
の
道
路
網
も
し
っ

か
り
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
市
内

外
問
わ
ず
ア
ク
セ
ス
が
抜
群
で
す
。

利
便
性
に
優
れ
た
幹
線
道
路
網
を
生

か
し
て
、
製
造
業
や
大
規
模
商
業
施

設
の
進
出
が
進
ん
で
い
ま
す
。
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魅
力
ポ
イ
ン
ト
③

魅
力
ポ
イ
ン
ト
⑦

魅
力
ポ
イ
ン
ト
⑥

魅
力
ポ
イ
ン
ト
④

魅
力
ポ
イ
ン
ト
⑤

　僕
は
東
京
都
に
20
年
間
住
ん
で
い
ま

し
た
が
、
基
本
的
に
ず
っ
と
電
車
と
自

転
車
の
生
活
で
、
車
の
あ
る
生
活
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
車
が

あ
る
と
、
自
分
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
好
き

な
と
こ
ろ
に
行
け
る
し
、
時
間
に
縛
ら

れ
な
い
ん
で
す
。
な
の
で
、
伊
勢
崎
市

に
移
住
し
て
か
ら
は
、
時
間
に
ゆ
と
り

が
あ
る
と
い
う
か
、
一
日
を
す
ご
く
充

実
し
て
過
ご
せ
る
な
ぁ
っ
て
感
じ
ま
す
。

気
軽
に
ど
こ
か
に
行
け
る
の
が
い
い
で

す
ね
。

　伊
勢
崎
市
は
前
橋
市
・
高
崎
市
・
太

田
市
な
ど
の
真
ん
中
に
あ
る
か
ら
、
ど

こ
に
で
も
行
き
や
す
い
で
す
。
車
で
往

来
す
る
人
が
多
い
か
ら
か
、
コ
ン
ビ
ニ

や
商
業
施
設
も
多
い
気
が
し
ま
す
。
僕

に
は
５
歳
の
娘
が
い
る
の
で
す
が
、
週

末
に
は
、
子
ど
も
を
連
れ
て
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
も
多
く
開
催
さ
れ
て
い
て
、

子
育
て
す
る
側
と
し
て
は
す
ご
く
あ
り

が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
。
本
当
に
生
活

し
や
す
い
街
っ
て
感
じ
で
す
。

　最
近
は
、
地
域
の
納
涼
祭
や
伊
勢
崎

音
楽
を
通
し
て
地
域
に
貢
献

松
ま つ

浦
う ら

 たく さん（茂呂町）

　シンガーソングライター。広島県に生まれ、高校卒
業後は東京都へ。「音楽で伊勢崎を盛り上げてほしい」 
という知人からの呼び掛けで伊勢崎市への移住を決め
る。毎週日曜日午後３時からは、いせさきＦＭの「松
浦たくの教えて！いせさき大百科」でパーソナリティ
を務めている。

プロフィル

▶いせさき七夕ま
つりでは多くの七
夕飾りが本町を彩
ります

◀福入りだるまを売る
露店がずらりと並びま
す（いせさき初市）

駅
前
で
行
わ
れ
た「
ベ
ー
ス
・
オ
ン
・

ザ
・
グ
リ
ー
ン
」な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
に

呼
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

　僕
は
今
、
自
分
の
お
店
を
持
つ
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
昼
は
カ
フ
ェ
、

夜
は
音
楽
の
で
き
る
お
店
に
し
て
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
老
人
ホ
ー
ム
の
お
年
寄

り
た
ち
に
来
て
も
ら
い
、
普
段
の
施
設

と
違
う
景
色
を
見
な
が
ら
、
歌
を
聴
い

て
欲
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
そ

れ
を
目
標
に
し
た
お
店
で
す
。

　音
楽
を
通
し
て
、
自
分
の
で
き
る
範

囲
で
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
な
と
僕
は

思
っ
て
い
ま
す
。

多
様
な
イ
ベ
ン
ト

　１
年
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り・

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
17
年
に
４
市
町
村
が
合
併
し
誕
生

し
た
伊
勢
崎
市
で
は
、
合
併
前
の
旧

市
町
村
で
行
わ
れ
て
い
た
祭
り
を
受

け
継
ぎ
、
季
節
ご
と
に
各
地
区
の
伝

統
や
特
色
を
生
か
し
た
祭
り・
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
、
華
蔵
寺
公
園
花
ま
つ
り
や
い

せ
さ
き
七
夕
ま
つ
り
、
い
せ
さ
き
初

市
な
ど
の
季
節
を
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　伊
勢
崎
市
に
は
魅
力
的
な
も
の
や
ス
ポ
ッ
ト
が
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

▲伊勢崎シティマラソン

史
跡
・
文
化
財

　本
市
で
は
、
江
戸
時
代
よ
り
養
蚕

業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
明
治
時
代
に

な
る
と
絹
織
物
の
産
地
と
し
て
全
国

に
名
を
は
せ
、
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
境
島
村
の
田
島
弥
平

旧
宅
が
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産

群
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　市
内
に
は
女お

ん
な

堀ぼ
り

や
お
富
士
山
古
墳

な
ど
と
い
っ
た
遺
跡
が
多
く
存
在
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
土
品
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
旧
森
村
家
住
宅
や
旧
時
報

鐘
楼
な
ど
の
古
い
建
造
物
も
残
さ
れ

て
い
て
、
当
時
の
面
影
を
し
の
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

工
業
都
市

　市
内
で
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
中

で
な
じ
み
の
あ
る
商
品
や
、
世
界
各

国
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
製
品
、
最
先

端
の
技
術
を
誇
る
物
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
物
が
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
輸

送
用
機
械
器
具
製
造
業
、
業
務
用
機

械
器
具
製
造
業
、
食
料
品
製
造
業
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
集
ま
り
、
伊

勢
崎
市
は
北
関
東
有
数
の
工
業
都
市

と
な
っ
て
い
ま
す
。

花
の
名
所

　河
津
桜
や
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
ツ
ツ

ジ
、
花
し
ょ
う
ぶ
、
ハ
ス
、
コ
ス
モ

ス
、
小
菊
な
ど
、
伊
勢
崎
市
に
は
四

季
を
彩
る
花
々
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
花
の
開
花
に
合
わ
せ
て
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
も
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
都
市

　本
市
は「
一
市
民
一
ス
ポ
ー
ツ
」を

掲
げ
て
い
ま
す
。
毎
月
第
１
日
曜
日

は
市
内
の
運
動
施
設
の
一
部
を
開
放

し
て
い
ま
す
。
市
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
祭
や
、
市
民
総
合
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
伊
勢
崎
シ
テ
ィ
マ
ラ

ソ
ン
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も

数
多
く
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内

に
は
市
陸
上
競
技
場
の
ほ
か
に
も
、

体
育
館
や
剣
道
場
、
野
球
場
、
サ
ッ

カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設

が
あ
り
ま
す
。

▶
い
せ
さ
き
市
民
の
も
り
公
園
の
河
津
桜

（
右
）、
赤
堀
花
し
ょ
う
ぶ
園（
左
）

ま
だ
ま
だ
あ
る 

伊
勢
崎
の
魅
力

▲田島弥平旧宅とそのPＲキャラクター「くわまる」

▶
明
星
電
気
㈱
が
組
み
立
て
な
ど
を
実
施

し
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
使
用
さ
れ

た
Ｊ
Ｅ
Ｍ
自
律
移
動
型
船
内
カ
メ
ラ「Ｉｎｔ-

Ｂａｌｌ

」（
右
）、Ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

iｎ 

い
せ
さ
き
製
品

展
示
会
の
様
子（
左
）

メ 

ー 

ド

イ
ン

ボ
ー
ル

イ
ン
ト
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伊勢崎市の魅力・再発見

まきばプロジェクト
秋
あ き

山
や ま

 麻
ま

紀
き

 さん

　茨城県出身。夫の転勤で９年前に伊勢崎市に移住
した。さまざまなイベントを企画・運営し、年間
40以上のイベントを実施している。活動が評価さ
れ、平成29年度には群馬県が実施する「ぐんま輝く
女性表彰」の受賞者に選出された。

プロフィル

Ｑ
秋
山
さ
ん
が
感
じ
る
伊
勢
崎
市
の
魅

力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
週
末
に
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
や

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
に
出
掛
け

る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
て
、
イ
ベ

ン
ト
に
遊
び
に
行
く
の
を
重
ね
る
う
ち

に
、
自
分
で
も
理
想
の
イ
ベ
ン
ト
を
や

り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
今
の
活

動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
ま
き
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
ど
う
い

う
団
体
で
す
か
？

Ａ
ま
き
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
の

社
会
課
題
を
民
間
の
力
で
解
決
し
よ
う

と
い
う
方
針
で
動
い
て
い
ま
す
。
母
親

た
ち
が
子
育
て
の
合
間
に
作
っ
た
物
な

ど
を
売
る
場
所
が
な
い
と
い
う
悩
み
か

ら
、
ま
ち
な
か
で
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
企

画
し
た
り
、
公
共
空
間
の
利
活
用
と
し

て
伊
勢
崎
駅
前
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
り
し
て
い
ま
す
ね
。
基
本
的
に
は
、

私
が
個
人
で
企
画
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
ご

と
に
関
わ
り
た
い
人
を
募
集
し
て
、
運

営
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
す
る
際
に

大
変
な
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ
一
度
に
数
千
人
が
集
ま
る
場
所
を
つ

く
る
の
で
、
ル
ー
ル
づ
く
り
が
難
し
い

で
す
。
細
か
く
決
め
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
、

窮
屈
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て

い
ま
す
。

　そ
れ
に
加
え
て
、
み
ん
な
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
努
力
も
し
な
い
と
い
け

な
い
の
で
、
広
報
に
工
夫
が
必
要
で
す
。

ま
き
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
イ
ベ
ン
ト
の

情
報
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
す

る
人
を
常
に
募
集
し
て
い
る
状
態
で
す

が
、
１
年
間
に
３
０
０
０
件
く
ら
い
の

応
募
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
本
市
の
イ
ベ
ン
ト
で
秋
山
さ
ん
が
携

わ
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
い
せ
さ
き
燈
華
会
で
実
行
委
員
長
を

務
め
た
り
、
い
せ
さ
き
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
の
副
実
行
委
員
長
を
務
め
た
り
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
伊
勢
崎
市
で
は
ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
た
い
で
す
か
？

Ａ「
個
人
個
人
が
や
り
た
い
こ
と
を
実

現
で
き
る
場
所
を
、
街
中
に
た
く
さ
ん

つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
」と

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
個
人
個
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
楽
し
さ
や
目
的
を
持
っ
て
参

加
し
て
、
参
加
者
も
出
展
者
側
も
楽
し

め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

伊
勢
崎
市
の
魅
力

改
め
て
見
つ
か
り
ま
し
た
か
？

　皆
さ
ん
が
感
じ
て
い
た
魅
力
は
、
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
？
　今
回
紹
介

し
た
伊
勢
崎
市
の
魅
力
は
、
ほ
ん
の
一

部
で
す
。
医
療
や
福
祉
、
教
育
、
防
犯
、

防
災
、
食
べ
物
な
ど
、
今
回
の
特
集
で

は
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
も
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
的
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　本
市
で
は
、
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
サ

ブ
サ
イ
ト
と
し
て「
い
せ
さ
き
ぐ
ら
し
」

を
公
開
し
て
い
ま
す
。「
い
せ
さ
き
ぐ
ら

し
」で
は
、
伊
勢
崎
市
へ
の
移
住
を
考

え
て
い
る
人
向
け
に
、
市
の
プ
ロ
フ
ィ

ル
や
支
援
事
業
、
市
内
の
行
事
・
観
光

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
掲

載
し
て
、
市
外
の
人

へ
も
伊
勢
崎
市
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
ま

す
。　普

段
の
生
活
の
中
で
は
、
住
ん
で
い

る
地
域
の
魅
力
と
い
う
も
の
を
感
じ
る

こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
改
め
て
周
り
を
見
渡
し
て
、
伊

勢
崎
市
の
良
さ
を
皆
さ
ん
も
見
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
？
　き
っ
と
、
皆
さ
ん
が

思
う
伊
勢
崎
市
の
魅
力
が
見
え
て
く
る

は
ず
で
す
。

伊勢崎市の
魅力アップに協力！

　市内には、伊勢崎市を盛り上げようと主体的に活動
している個人・団体がたくさんあります。その中の一
つの団体に話を聞きました。

▲いせさきぐらし

https://www.city.isesaki.lg.jp/isesaki_life/index.html
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ホスピタル・サンデー
病院の活動を体験し健康への意識を高めました

秋の賑
にぎ

わい まちなか高校生フェスタ
高校生たちが各校の特色を生かしたイベントを実施

　10月20日、市民病院で「ホスピ
タル・サンデー」が開催されました。
会場では、市民病院内見学ツアー
のほか、皮膚の正しい保湿ケアや
インフルエンザ対策の講座、身体
測定や活力年齢測定などの簡易検
査体験、在宅医療・介護に関する
相談など、健康に関するさまざま
な催しが行われました。訪れた人
たちは催しを楽しみしながら、病
院での活動を学び、自身の健康へ
の意識を高めました。 

　10月27日、市内の県立高校５校と伊勢崎高等特別支援学校、
四ツ葉学園中等教育学校の生徒が、伊勢崎駅南口駅前広場などを
会場に「まちなか高校生フェスタ」を開催しました。吹奏楽の演奏
や書道パフォーマンス、お茶席、ミニ鉄道、生徒が開発した加工
品の販売などが行われ、会場は多くの人でにぎわいました。 

あずま産業祭・欅
けやき

祭あかぼり・さかい産業祭
秋晴れの空の下 盛り上がりを見せた各地区産業祭

市優秀技能者・商工優良従業員表彰式
地域産業の発展に貢献

県民スポーツ大会秋季大会 結団式
本市代表選手たちが集合

　10月21日、市民プラザで「市優秀技能者・商工優良従
業員表彰式」が行われました。厚生労働省の技能検定特
級・１級の合格者45人と、市内の事業所などで勤続年
数30年・20年・10年に達した優良従業者126人が市の
商工業の発展に貢献したとして、それぞれ表彰を受けま
した。

　10月26日、市役所で県民スポーツ大会秋季大会の結
団式が行われました。結団式には、全15種目20競技に
出場する選手107人が参加し、大会へ向けて団結しまし
た。11月に行われた大会の結果、バレーボール男子・女
子と弓道が優勝。バスケットボール女子と剣道も準優勝
と健闘しました。

　11月３日に「あずま産業祭」（あずま総合運動公園）、４日に「欅祭あかぼり」（赤
堀コミュニティひろば）、10日に「さかい産業祭」（境ふれあいパーク・境総合文化
センター）がそれぞれ開催されました。
　各会場では、ダンスや和太鼓演奏などのステージ発表や缶バッジ作りや木工教
室などの体験コーナー、それぞれの地区で農業や商工業を営む皆さんによる加工
品の販売などが行われ、多くの人でにぎわいました。

介護予防フェスタ
自分の体を知って介護予防

　10月20日、市役所で「介護予防
フェスタ」が開催されました。介
護予防は、将来介護が必要となら
ないように、また介護が必要とな
っても、それ以上悪化させないこ
とが目的です。来場者は、俊敏性
や骨密度の測定で自分の体を知っ
たり、高齢者の体の疑似体験をし
たりして、介護予防について学ん
でいました。介護予防のＡ

エーディーエル

ＤＬ体操
コーナーでは、多くの人が楽しく
体を動かしていました。

ドキドキの抽選の結果は!?
（欅祭あかぼり）

みんなで輪投げに挑戦
（さかい産業祭）

エコー検査を体験しました

串焼き体験 おいしく焼き上がりま
した（あずま産業祭）

病気に関する説明・相談

３Ｂ体操を実演（あずま産業祭） 上州境雉
き

子
じ

尾
お

太鼓（さかい産業祭）

助産師の仕事体験 大勢の観客が集まりました
（欅祭あかぼり）

受賞者を代表して優秀技能者表彰を受ける
宮
みや

崎
ざき

義
よし

幸
ゆき

さん（PHC株式会社） 本市選手団の皆さんが活躍を誓いました

高齢者の体を疑似体験 楽しく体を動かすＡＤＬ体操を体験

餃子味のソーセージ「ギョー
ザージ」販売（伊勢崎商業高校）

息の合った演奏を披露 
（四ツ葉学園中等教育学校）

たくさんのお客さんを乗せて出発！
（伊勢崎工業高校）
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土・日曜日窓口業務を休止します

市民病院職員を募集します

公園の環境美化
協力団体を募集

令和２年度 赤堀・東・宮郷地
区公設放課後児童クラブ入所児
童を募集

　住民基本台帳システムなど更新
のため、市役所・各支所、市民サ
ービスセンター宮子・あずまの休
日（土・日曜日）の窓口業務を休止
します。
期日　12月21日（土）・22日（日）
休止する手続き
●転入・転出・転居・世帯変更な

どの住民異動
●印鑑登録
●住民票・印鑑証明書・戸籍謄抄

本・戸籍の附票・各種証明書の
交付

●マイナンバーに関すること
●市税などの納付相談
　　　　　＊　　　＊　　　　　
　パスポートの交付は22日（日）の
み行います。

　公園愛護会は、公園や児童遊園
の維持管理活動を行う地域住民に
よるボランティア団体です。担当
する公園の芝刈りや除草、落ち葉
拾いなどの環境美化や破損した施
設の報告などを行い、公園の美化
活動に協力してもらいます。
　市内にはまだ公園愛護会が活動
していない公園が多数あります。
公園の美化に協力したいという団
体は、気軽に問い合わせてくださ
い。
対象　町内、PTAなどの有志５人

以上で構成された団体
問い合わせ　公園緑地課（☎27−
　2768）

　窓口業務休止中でも、出生、死
亡、婚姻などの戸籍の届け出は、
市役所本館１階当直室で24時間、
各支所は、日直が午前８時30分か
ら午後５時15分まで受け付けます。
市税などの納付も、市役所本館１
階当直室で24時間受け付けます。
問い合わせ　市税などの納付につ

いては収納課（☎27−2723）、
　それ以外は市民課（☎27−2727）

【証明書コンビニ交付サービス】
　マイナンバーカードがあれば
コンビニで、住民票・印鑑証明
書・戸籍謄抄本・戸籍の附票・
所得証明書・所得課税証明書が
取得できます。

　放課後児童クラブは、小学校の放課後に仕事などの
理由で保護者が不在になる家庭の児童を預かる施設で
す。利用を希望する人は申し込みをしてください。詳
しくは各放課後児童クラブに問い合わせてください。
問い合わせ　子育て支援課（☎27−8805）

赤堀・東・宮郷地区の公設放課後児童クラブ

学校区 クラブ名 所在地
（電話番号）

赤堀小学校※
赤堀児童館
放課後児童クラブ

西久保町二丁目
（☎63−1001）

赤堀放課後児童
健全育成ルーム

西久保町一丁目
（☎75−6261）

赤堀南小学校※
赤堀南児童館
放課後児童クラブ

堀下町
（☎62−8723）

赤堀南小学校
放課後児童クラブ

堀下町
（☎75−6115）

赤堀東小学校 赤堀あさひ児童館
放課後児童クラブ

香林町一丁目
（☎63−1616）

あずま小学校 さざんか児童館
放課後児童クラブ

東町
（☎62−8880）

あずま南小学校 あやめ児童館
放課後児童クラブ

三室町
（☎62−9977）

あずま北小学校 きく児童館
放課後児童クラブ

国定町二丁目
（☎61−0600）

宮郷小学校 宮郷小学校
放課後児童クラブ

田中島町
（☎61−7811）

※赤堀児童館・赤堀南児童館放課後児童クラブは小学校低学年、
赤堀放課後児童健全育成ルーム・赤堀南小学校放課後児童クラ
ブは小学校高学年が対象ですが、申し込み状況により人数調整
を行う場合があります

期日　令和２年１月11日（土）・12日（日）
※赤堀放課後児童健全育成ルーム・赤堀南小学校放
課後児童クラブ・宮郷小学校放課後児童クラブの申
し込み受け付けは11日（土）のみです

時間　午前９時30分～11時30分、午後１時～５時
対象　令和２年度の小学生
申し込み　申込書に必要事項を記入の上、両親分の就

労証明書を添えて、直接各放課後児童クラブへ
　※申込書、就労証明書は子育て支援課・各放課後児

童クラブにあります

　令和２年４月採用の市民病院職員採用試験（2次募
集）を、次のとおり行います。
試験日　令和２年１月15日（水）
試験区分　医療ソーシャルワーカー
年齢要件　昭和59年４月２日以降に生まれた人
受験資格　社会福祉士資格取得者または採用時までに

取得見込みの人

募集人数　１人程度
試験案内・申込書の配布　市民病院企画財政課窓口・
　市民病院ホームページから入手できます
申し込み・問い合わせ　12月２日（月）から26日（木）

までに申込書を直接市民病院企画財政課（☎25−
5022）に提出してください

　※土・日曜日は除きます
　※郵送での申込書の配布・受け付けは行いません
　※本年度本市職員採用試験受験者は受験できません

住
宅
を
建
て
替
え
中
の
人

（
住
宅
用
地
の
特
例
）

　令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
、
住

宅
を
建
て
替
え
中
の
敷
地
で
次
の

全
て
の
要
件
を
満
た
す
も
の
に
つ

い
て
は
、
建
物
が
完
成
し
て
い
な

い
場
合
で
も
、
申
告
に
よ
り
引
き

続
き
住
宅
用
地
の
特
例
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　不
妊
・
不
育
治
療
を
受
け
て
い

る
夫
婦
に
対
し
て
、
１
年
度
に
つ

き
１
回
、
通
算
３
回
ま
で
治
療
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
健

康
づ
く
り
課
・
各
保
健
セ
ン
タ
ー

で
令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
付

近
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　本
年
度
、
不
妊
・
不
育
治

療
を
受
け
た
夫
婦
で
、
申
請
日
時

点
で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

●
本
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住

所
が
あ
る

●
法
律
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫

婦●
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

●
本
市
の
市
税
に
滞
納
が
な
い

●
ほ
か
の
地
方
公
共
団
体（
群
馬

県
を
除
く
）か
ら
同
種
の
補
助
を

受
け
て
い
な
い

助
成
額

　か
か
っ
た
医
療
費
の
自

己
負
担
額
の
２
分
の
１

※
不
妊
治
療
は
10
万
円
ま
で
、
不

育
治
療
は
20
万
円
ま
で
で
、
い
ず

れ
も
千
円
未
満
は
切
り
捨
て

用
意
す
る
物
　①
不
妊（
不
育
）治

療
費
助
成
金
交
付
申
請
書
、
②
不

妊（
不
育
）治
療
費
助
成
金
医
療
機

関
受
診
証
明
書
、
③
夫
婦
そ
れ
ぞ

れ
の
医
療
保
険
証
の
写
し
、
④
夫

婦
そ
れ
ぞ
れ
の
本
市
の
市
税
に
滞

納
が
な
い
こ
と
の
証
明
書（
完
納

証
明
書
）、
⑤
不
妊（
不
育
）治
療

費
の
領
収
書
原
本
、
⑥
夫
婦
そ
れ

ぞ
れ
の
印
鑑（
朱
肉
を
使
う
物
）、

⑦
振
り
込
み
口
座
が
分
か
る
物（
預

金
通
帳
な
ど
）、
⑧
夫
婦
の
住
所

が
異
な
る
場
合
は
戸
籍
謄
本
、
⑨

夫
婦
の
一
方
が
市
外
に
住
所
が
あ

る
場
合
は
住
民
票
抄
本
、
⑩
群
馬

県
特
定
治
療
支
援
事
業
承
認
決
定

通
知
書（
対
象
者
）

※
①
②
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

※
②
④
⑧
⑨
は
令
和
２
年
３
月
末

ま
で
に
作
成
さ
れ
た
も
の

問
い
合
わ
せ
　健
康
管
理
セ
ン
タ

ー（
☎

（23）
６
６
７
５
）

●
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
敷

地
が
住
宅
用
地
だ
っ
た

●
令
和
元
年
中
に
住
宅
の
建
設
が

着
手
さ
れ
、
令
和
２
年
12
月
31
日

ま
で
に
完
成
す
る

●
住
宅
の
建
て
替
え
が
同
一
の
敷

地
内
で
行
わ
れ
て
い
る

●
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
と
令

和
２
年
１
月
１
日
現
在
の
土
地
の

所
有
者
が
同
じ

●
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
と
建

築
中
の
住
宅
の
所
有
者
が
同
じ
ま

た
は
そ
の
親
族

申
告
期
限

　令
和
２
年
１
月
31
日

（
金
）

用
意
す
る
物

　建
築
確
認
通
知
書

の
写
し
、
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
ま
た
は
法
人
番
号
）が

分
か
る
物

建
物
を
取
り
壊
し
た
人

　平
成
31
年
１
月
２
日
か
ら
令
和

２
年
１
月
１
日
ま
で
に
、
建
物
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た

人
、
取
り
壊
す
予
定
の
人
は
、
資

産
税
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
を
持
っ
て
い
る
人

　償
却
資
産
は
事
業
に
用
い
る
有

形
の
資
産
で
、
６
種
類
に
区
分
さ

れ
ま
す
。
令
和
２
年
１
月
１
日
現

在
、
市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
法
人
・
個
人
は
、

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告

書
に
は
、
個
人
番
号
ま
た
は
法
人

番
号
を
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

区
分

●
構
築
物（
看
板
、
広
告
塔
、
門
、

塀
、
駐
車
場
舗
装
な
ど
）

●
機
械
・
装
置（
旋
盤
、 

プ
レ
ス

機
、
太
陽
光
発
電
装
置
な
ど
）

●
船
舶

●
航
空
機

●
車
両
・
運
搬
具（
大
型
特
殊
自

動
車
、
動
力
運
搬
車
な
ど
）

●
工
具
・
器
具
、
備
品

申
告
内
容

　資
産
の
種
類
、
名
称
、

取
得
年
月
、
取
得
価
額
、
耐
用
年

数
な
ど

申
告
期
限
　令
和
２
年
１
月
31
日

（
金
）

※
申
告
書
は
資
産
税
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

　固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
税

額
を
正
し
く
算
定
す
る
た
め
、
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
で
住
宅
を
建
て

替
え
中
の
人
や
、
令
和
元
年
中
に
建
物
を
取
り
壊
し
た
人
、
令
和
２
年
１

月
１
日
現
在
で
市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
法
人
・
個

人
は
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　資
産
税
課

　●
土
地
＝（
☎

（27）
２
７
２
０
） 

　
　
　
　

      

●
家
屋
・
償
却
資
産
＝
☎

（27）
２
７
２
１
）

土
地
・
建
物
・
償
却
資
産
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

不
妊
・
不
育
治
療
費
を
助
成
し
ま
す

　祝日・年末年始を除く、毎月第１・第３
木曜日に、無料で相談に応じます。
時間　午前10時～午後３時30分
会場　群馬県健康づくり財団（前橋市）
申し込み　平日の午前９時から午後５時ま

でに電話で不妊専門相談センター（☎027
　−269−9966）へ

群馬県不妊専門相談センターのご案内

区分 面積 軽減率

固
定
資
産
税

小規模
住宅用地 200㎡まで 評価額の６分の１

一般
住宅用地

200㎡を
超える部分 評価額の３分の１

都
市
計
画
税

小規模
住宅用地 200㎡まで 評価額の３分の１

一般
住宅用地

200㎡を
超える部分 評価額の３分の２

住宅用地の特例（専用住宅の例）

※床面積の10倍までの敷地に特例措置が適用されます



ッ
ト
は
、
管
財
課
、
都
市
計
画
課
、

市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・

各
支
所
）、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
宮
子
・
あ
ず
ま
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す

※
受
付
期
間
終
了
後
、
申
し
込
み

の
な
い
物
件
は
先
着
順
で
売
却
し

ま
す

令
和
２
・
３
年
度
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請（
建
設
工
事
）

が
始
ま
り
ま
す

契
約
検
査
課（
☎
（27）
２
７
１
３
）

　
本
市
の
建
設
工
事
の
競
争
入
札

お
よ
び
随
意
契
約
見
積
も
り
合
わ

せ
に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
令

和
２
・
３
年
度
小
規
模
工
事
請
負

希
望
者
登
録
申
請
を
し
て
い
る
業

者
は
、
建
設
工
事
の
競
争
入
札
参

加
資
格
の
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
修
繕
の
入
札
参
加
資
格
は
建
設

工
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
別
途
、

物
品
・
役
務
の
申
請
が
必
要
で
す

※
随
意
契
約
見
積
も
り
合
わ
せ
の

み
参
加
希
望
の
場
合
も
、
必
ず
今

回
申
請
し
て
く
だ
さ
い

申
請
期
間

　令
和
２
年
１
月
７
日

（
火
）か
ら
28
日（
火
）ま
で

申
請
方
法

　ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共

同
シ
ス
テ
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト（

https://portal.g-cals.e-gu
nm
a.lg.jp/portal/

）か
ら
申

請
し
て
く
だ
さ
い

意
見
と
そ
の
理
由
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
資
料
・
所
定
の
様
式
は
、
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
、
市
民
情
報
コ
ー

ナ
ー（
市
役
所
・
各
支
所
）に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

期
間
　12
月
16
日（
月
）か
ら
令
和

２
年
１
月
15
日（
水
）ま
で（
必
着
）

対
象
　次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

●
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
が
あ

る
個
人
・
法
人
・
団
体

●
本
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
人

お
知
ら
せ

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

管
財
課（
☎
（27）
２
７
０
３
）

　本
関
町
な
ど
３
カ
所
の
市
有
地

を
一
般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す
。

参
加
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　12
月
11
日（
水
）か
ら

令
和
２
年
１
月
14
日（
火
）ま
で

入
札
日

　令
和
２
年
１
月
28
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　一
般

競
争
入
札
参
加
申
込
書
な
ど
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
①
・
②
は

管
財
課
、
③
は
都
市
計
画
課（
☎

（27）
２
７
６
６
）

※
申
込
書
、
申
し
込
み
方
法
や
物

件
の
詳
細
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ

伊
勢
崎
市
健
康
増
進
計
画
・
食
育

推
進
計
画（
第
２
次
）後
期
計
画（
案
）

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
（23）
６
６
７
５
）

　
本
市
で
は
市
民
や
行
政
、
関
係

機
関
が
一
体
的
に
健
康
づ
く
り
や

食
育
を
推
進
す
る
た
め
、
健
康
増

進
計
画
・
食
育
推
進
計
画（
第
２

次
）後
期
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。　こ

の
計
画（
案
）に
つ
い
て
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　所
定
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
・

※
詳
し
く
は
、
ぐ
ん
ま
電
子
入
札

共
同
シ
ス
テ
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る「
申
請
の
し
お
り
」を
確

認
し
て
く
だ
さ
い

※
今
回
の
申
請
に
併
せ
て
、
電
子

入
札
の
利
用
者
登
録
も
検
討
し
て

く
だ
さ
い

令
和
２
・
３
年
度
小
規
模
工
事

請
負
希
望
者
登
録
申
請
が
始
ま

り
ま
す

契
約
検
査
課（
☎
（27）
２
７
１
３
）

　本
市
が
発
注
す
る
小
規
模
工
事

の
契
約
を
希
望
す
る
業
者
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
案
件
は
、

１
３
０
万
円
以
下
の
工
事
、
50
万

円
以
下
の
修
繕
お
よ
び
役
務
委
託

（
剪せ

ん

定て
い

・
除
草
）で
、
履
行
が
容
易

な
も
の
で
す
。
な
お
、
令
和
２
・

３
年
度
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請（
建
設
工
事
）を
し
て
い
る
業

者
は
、
小
規
模
工
事
請
負
希
望
者

の
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
。
対
象
は
、

法
人
の
場
合
は
本
店
が
、
個
人
事

業
者
の
場
合
は
住
所
お
よ
び
主
た

る
事
務
所
が
市
内
に
あ
る
業
者
で

す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る「
申
請
の
手
引

き
」を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
建
設
業
許
可
の
有
無
、
経
営
規

模
、
従
業
員
数
な
ど
は
問
い
ま
せ

ん
が
、
希
望
業
種
の
履
行
に
必
要

な
資
格
・
許
可
を
有
し
て
い
な
い

業
者
は
登
録
で
き
ま
せ
ん

●
こ
の
計
画（
案
）に
利
害
関
係
が

あ
る
人

宛
先
　〒
３
７
２
ー
０
８
１
２

連
取
町
１
１
５
５
　健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
、
（21）
８
９
９
５
、

ke
nko-c@

city.isesaki.lg.jp

都
市
計
画
案
の
縦
覧

都
市
計
画
課（
☎
（27）
２
７
６
６
）

　伊
勢
崎
都
市
計
画
区
域
区
分
の

変
更
な
ど
に
つ
い
て
、
都
市
計
画

案
を
縦
覧
し
ま
す
。

【
縦
覧
】

県
案

●
県
央
広
域
都
市
計
画
圏
都
市
計

画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針（
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
）

●
伊
勢
崎
都
市
計
画
区
域
区
分
の

変
更

市
案

●
伊
勢
崎
都
市
計
画
公
園
の
変
更

（
２
・
２
・
81
号
赤
沼
公
園
）

　
　
　
　＊
　
　
　＊
　
　
　
　

い
ず
れ
も

期
間

　12
月
６
日（
金
）か
ら
20
日

（
金
）ま
で

会
場

　市
役
所
都
市
計
画
課

※
県
案
は
県
都
市
計
画
課（
前
橋

市
）・
伊
勢
崎
土
木
事
務
所（
安
堀

町
）で
も
縦
覧
で
き
ま
す

【
意
見
書
の
提
出
】

　こ
の
案
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る

人
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
意
見
書
は
会
場
に

申
請
期
間
　令
和
２
年
１
月
７
日

（
火
）か
ら
28
日（
火
）ま
で

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
猫
を
飼
い
ま

し
ょ
う

環
境
保
全
課（
☎
（27）
２
７
３
３
）

【
猫
を
飼
っ
て
い
る
人
へ
】

●
猫
を
屋
外
で
放
し
飼
い
に
し
て

い
る
と
、
け
が
や
感
染
症
、
交
通

事
故
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

猫
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
家
の

中
で
飼
い
ま
し
ょ
う

●
迷
子
に
な
っ
て
も
飼
い
主
の
元

に
戻
れ
る
よ
う
に
、
迷
子
札
や
マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
付
け
て
連
絡
先

が
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

●
猫
の
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
、

猫
に
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
さ

せ
ま
し
ょ
う

●
飼
育
環
境
は
清
潔
に
保
ち
、
猫

に
ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ

う【野
良
猫
に
餌
を
あ
げ
て
い
る
人

へ
】　餌

を
あ
げ
た
野
良
猫
が
近
所
で

ふ
ん
尿
を
し
た
り
、
庭
を
荒
ら
し

た
り
す
る
こ
と
で
迷
惑
に
思
っ
て

い
る
人
が
い
ま
す
。
無
責
任
な
餌

や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
　
　
　＊
　
　
　＊
　
　
　
　

　猫
や
犬
な
ど
の
愛
護
動
物
を
捨

て
た
り
、
虐
待
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

備
え
付
け
の
物
、
ま
た
は
必
要
事

項（
住
所
・
氏
名
・
利
害
関
係
・

意
見
の
要
旨
）を
記
入
し
た
文
書

を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
県
案
は

県
知
事
宛
て
、
市
案
は
市
長
宛
て

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

宛
先

●
県
案
＝
〒
３
７
１
ー
８
５
７
０

　（住
所
不
要
）
　群
馬
県
都
市
計

画
課

●
市
案
＝
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１

　（住
所
不
要
）
　市
役
所
都
市
計

画
課

締
切
日
　12
月
20
日（
金
）必
着

問
い
合
わ
せ
　県
案
は
都
市
計
画

課
ま
た
は
県
都
市
計
画
課（
☎
０

２
７
ー
２
２
６
ー
３
６
５
４
）、

市
案
は
都
市
計
画
課

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

市
民
税
課（
☎
（27）
２
７
１
８
）

　消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
う
軽

減
税
率
制
度
の
事
業
者
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

期
日

　12
月
13
日（
金
）・
令
和
２

年
１
月
20
日（
月
）

時
間

●
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
～
11
時

30
分

●
午
後
の
部
＝
午
後
２
時
～
３
時

30
分

会
場
　伊
勢
崎
税
務
署（
鹿
島
町
）

申
し
込
み
　当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
　伊
勢
崎
税
務
署（
☎

（25）
９
５
２
９
）

　いつまでも自分らしくはつらつとした生活を送
るため、元気なうちから介護予防を実践しましょ
う。
期日　令和２年１月26日（日）
時間　午後１時15分～２時30
　分
会場　境総合文化センター
対象　市内に在住または在勤・
　在学の人
定員　700人（先着順）
演題　笑いと人生
講師　林

はやし

家
や

木
き

久
く

扇
おう

さん（落語
　家）
入場料　無料
　※入場には整理券が必要です。整理券は12月16
　日（月）午前10時から市役所地域包括支援センタ
　ーで配布します（１人２枚まで）
問い合わせ　地域包括支援センター（☎27−2745）

災害・防災情報や地域の防犯情報をメールで配信
しています。携帯電話で次のアドレスに空メール
を送信して登録しましょう。
問い合わせ　安心安全課（☎27－2706）

スマホアプリ「マチイロ」で広報いせさきを配信中！
スマートフォンなどでいつでもどこでも、
広報いせさきを読むことができます。
問い合わせ　広報課（☎27－2711）

t-isesaki@sg-m.jpメ ルー

高齢者保健福祉計画策定のための
アンケート調査にご協力ください
　第８期高齢者保健福祉計画を策定するため、アンケート調査を行います。
アンケートは無作為に抽出した対象者へ12月下旬に郵送します。用紙に
回答を記入の上、同封の返信用封筒で返送してください。
対象　市内に在住の要介護認定を受けていない65歳以上の人
問い合わせ　高齢政策課（☎27−2752）

介護予防普及啓発講演会 番号 所在地 面積 最低売り払い
価格

① 本関町1239番
7 277.66㎡ 388万7,000円

② 日乃出町1347
番１ 他４筆 1,274.69㎡ 2,396万4,000円

③ 若葉町７番10
 他３筆 207.09㎡ 234万円

売却する土地の所在と最低売り払い価格

▲林家木久扇さんの
話しで憩いのひとと
きを

広報いせさき　No.35915 2019年（令和元年）12月1日号 14

情報掲示板 情報掲示板情報掲示板
●伊勢崎市役所
●赤堀支所
●あずま支所
●境支所

☎0270－24－5111
☎0270－62－1151
☎0270－62－1311
☎0270－74－1111

…………………
………………………
……………………

…………………………

………
……

開庁時間　 午前８時30分～午後５時15分

☎0180－99－2999
☎0270－23－1299

■災害情報案内（24時間）
■救急病院等案内（24時間）

- i n f o r m a t i o n -

http://machiiro.town/


ギ
タ
ー
弾
き
語
り
教
室

北
公
民
館（
☎

（25）
４
５
４
７
）

期
日

　令
和
２
年
1
月
11
日
・
18

日
・
25
日
・
2
月
8
日
・
15
日
・

22
日
の
土
曜
日（
全
６
回
）

時
間

　午
前
10
時
～
正
午

会
場

　北
公
民
館

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
18
歳
以
上
の
人

定
員

　30
人（
先
着
順
）

内
容

　指
の
使
い
方
や
コ
ー
ド
の

押
さ
え
方
な
ど
基
本
を
学
び
ま
す

参
加
料

　無
料

用
意
す
る
物

　ギ
タ
ー

※
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
以
外

申
し
込
み

　12
月
10
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
北
公
民
館
へ

６
年
生

定
員

　20
人（
先
着
順
）

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　12
月
10
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
南
公
民
館
へ

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

名
和
公
民
館（
☎

（32）
０
０
３
４
）

期
日　
12
月
26
日（
木
）

時
間

　午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分会
場

　名
和
公
民
館

対
象

　市
内
に
在
住
の
女
性

定
員

　15
人（
先
着
順
）

参
加
料

　１
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み

　12
月
９
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
名

和
公
民
館
へ

内
容
　書
き
初
め
、
カ
レ
ン
ダ
ー

作
り

参
加
料
　無
料

申
し
込
み
　12
月
９
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
境
剛
志
公
民
館

へパ
ソ
コ
ン
基
礎
習
得
講
座

初
心
者
向
け
ワ
ー
ド
コ
ー
ス

商
工
労
働
課（
☎

（27）
２
７
５
５
）

期
日

　令
和
２
年
１
月
８
日
か
ら

３
月
11
日
ま
で
の
水
曜
日（
全
10

回
）

時
間

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分会
場

　職
業
支
援
セ
ン
タ
ー
い
せ

さ
き（
宮
子
町
）

定
員

　20
人（
抽
選
）

内
容

　ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
が
搭
載

さ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
で
、
ワ
ー

ド
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す

参
加
料

　５
２
０
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
）

申
し
込
み

　12
月
９
日（
月
）か
ら

20
日（
金
）ま
で
に
伊
勢
崎
佐
波
高

等
職
業
訓
練
校（
宮
子
町
、
☎
（25）

７
５
６
８
）へ

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

冬
休
み
子
ど
も
書
初
め
教
室

南
公
民
館（
☎

（26）
８
３
３
３
）

期
日

　12
月
24
日（
火
）

時
間

　午
前
９
時
30
分
～
正
午

会
場

　南
公
民
館

対
象

　市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら

講
座

大
王
松
ぼ
っ
く
り
で

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
作
ろ
う

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

（
☎

（32）
３
１
６
６
）

期
日

　12
月
23
日（
月
）

時
間

　午
前
10
時
～
正
午

会
場

　清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
21

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員

　20
人（
先
着
順
）

参
加
料

　５
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み

　12
月
９
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
21
へ

冬
の
書
初
め
教
室

境
剛
志
公
民
館（
☎

（74）
０
１
６
８
）

期
日

　12
月
24
日（
火
）

時
間

　午
前
９
時
～
正
午

会
場

　境
剛
志
公
民
館

対
象

　市
内
の
小
学
生

定
員

　15
人（
先
着
順
）

な
ど
）

申も
う

し
込こ

み
　令れ

い

和わ

２
年ね

ん

１
月が

つ

19
日に

ち

（
日に

ち
よ
う
び

）に
直ち

ょ
く

接せ
つ

会か
い

場じ
ょ
う

へ

親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎

（70）
２
４
１
５
）

期
日
　12
月
17
日（
火
）

時
間
　午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分会
場
　境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

対
象
　市
内
に
在
住
の
１
歳
以
上

２
歳
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者定
員
　20
組（
先
着
順
）

参
加
料
　無
料

申
し
込
み
　12
月
10
日（
火
）午
前

市し

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い 

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

国こ
く

際さ
い

課か（
☎

（27）
２
７
３
１
）

期き

日じ
つ

　令れ
い

和わ

２
年ね

ん

１
月が

つ

19
日に

ち

か
ら

３
月が

つ

29
日に

ち

ま
で
の
日に

ち

曜よ
う

日び（
全ぜ

ん

10

回か
い

）
※
２
月が

つ

２
日に

ち（
日に

ち
よ
う
び

）は
除の

ぞ

き
ま
す

時じ

間か
ん

●
午ご

前ぜ
ん

の
部ぶ

＝
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

30
分ぷ

ん

～

11
時じ

30
分ぷ

ん

●
午ご

後ご

の
部ぶ

＝
午ご

後ご

１
時じ

30
分ぷ

ん

～

３
時じ

30
分ぷ

ん

会か
い

場じ
ょ
う

　絣か
す
り

の
郷さ

と（
市し

民み
ん

交こ
う

流り
ゅ
う

館か
ん

）

対た
い

象し
ょ
う

　市し

内な
い

に
在ざ

い

住じ
ゅ
う

ま
た
は
在ざ

い

勤き
ん

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

定て
い

員い
ん

　各か
く

50
人に

ん（
先せ

ん

着ち
ゃ
く

順じ
ゅ
ん

）

参さ
ん

加か

料り
ょ
う

　１
５
０
０
円え

ん（
資し

料り
ょ
う

代だ
い

　道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
　した場合は、竜宮浄水場（☎24－1760）または
　下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）
　＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）
● 境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）
　＝深谷市水道工務課（☎048−577−7529）

●12月21日（土）　中央水道　　　☎25−1592
●12月22日（日）　三藤建設工業　☎62−1726
●12月28日（土）　吹上設備工業　☎76−0406

●12月29日（日）　三和水工　　　☎32−0575
●12月30日（月）　三和設備工業　☎62−0102
●12月31日（火）　福田設備工業　☎26−0665

休日の漏水などの緊急連絡先休日の漏水などの緊急連絡先

10
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
境

児
童
館
ど
ん
ぐ
り
へ

子
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

赤
堀
公
民
館（
☎

（62）
１
１
５
３
）

期
日
　12
月
24
日（
火
）・25
日（
水
）・

26
日（
木
）

【
低
学
年
の
部
】

時
間
　午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
　市
内
の
小
学
１
年
生
か
ら

３
年
生

定
員
　各
10
人（
先
着
順
）

【
高
学
年
の
部
】

時
間
　午
後
１
時
30
分
～
３
時

対
象
　市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら

６
年
生

定
員
　各
10
人（
先
着
順
）

　
　
　
　＊
　
　
　＊

い
ず
れ
も

会
場
　赤
堀
公
民
館

内
容

　タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
学
び
ま
す

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　12
月
10
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
赤

堀
公
民
館
へ

ピ
ザ
作
り
教
室

生
涯
学
習
課（
☎

（27）
２
７
９
４
）

期
日
　令
和
２
年
１
月
18
日（
土
）

時
間
　午
後
１
時
～
４
時

会
場
　青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

対
象
　小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３

年
生

定
員
　20
人（
先
着
順
）

参
加
料

　５
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み

　12
月
15
日（
日
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
青

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー（
☎
（23）
５
８

０
０
）へ

お
雛ひ

な

さ
ま
の

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
作
り
教
室

あ
ず
ま
公
民
館（
☎

（62）
０
１
１
５
）

期
日
　令
和
２
年
１
月
7
日
か
ら

2
月
4
日
ま
で
の
火
曜
日（
全
5

回
）

時
間
　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分会
場
　あ
ず
ま
公
民
館

対
象
　市
内
に
在
住
の
人

定
員
　10
人（
先
着
順
）

参
加
料
　２
８
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
　12
月
10
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
あ
ず

ま
公
民
館
へ

冬
休
み
子
ど
も
書
初
め
教
室

茂
呂
公
民
館（
☎

（25）
２
６
７
１
）

期
日

　12
月
25
日（
水
）

時
間

　午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分会
場

　茂
呂
公
民
館

対
象

　市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら

中
学
生

定
員
　20
人（
先
着
順
）

参
加
料
　無
料

申
し
込
み
　12
月
10
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
茂

呂
公
民
館
へ

　自宅の庭をオープンガーデンとして開放してくれ
る人を募集します。洋風・和風は問いません。花や
緑のある自慢の庭を開放し、たくさんの人に見ても
らいませんか。
公開日　令和２年４月11日（土）・12日（日）・５月９
　日（土）・10日（日）・６月20日（土）・21日（日）
　※公開する日程を選んでください。基本公開日以
　外で公開を希望する場合は相談してください
申し込み・問い合わせ　12月20日（金）までに電話で
　公園緑地課（☎27−2768）

　豊かな甘みと風味あふれる伊勢崎伝統野菜「下
植木ねぎ」を販売します。下植木ねぎの中でも「サ
イズ３Ｌ以上」、 「糖度20度以上」の品質基準を満
たしたブランド品である「権太夫」も販売します。
取扱店は、JA佐波伊勢崎の農産物直売所からか
～ぜ（田中町）・からか～ぜまゆの郷（境百々）・フ
レッセイクラシーズ連取（連取町）です。ぜひ味わ
ってみてください。
　※売り切れ次第終了です
　※権太夫をフレッセイクラシーズ連取で購入す
　る場合は、店頭で購入を申し込み、後日商品引
　き渡しになります
期間　12月１日（日）から22日（日）まで
販売価格　
　●下植木ねぎ＝１袋（２本から３本入り）324円
　●権太夫＝１箱（12本入り）2,700円
問い合わせ　農政課（☎27−2757）

伊勢崎伝統野菜「下植木ねぎ」
を販売します

オープンガーデンいせさき
新規参加者募集

期日　12月20日（金）
時間　午後２時開始
会場　市役所本館５階職員研修室
定員　７人（先着順）
申し込み　当日午後１時30分から１時50分まで
　に直接会場へ
問い合わせ　教育委員会総務課（☎27−2785）

傍聴しましょう 教育委員会会議定例会伊勢崎ミニトマト「C
カレン

AREN」
を販売します
期間　12月15日（日）から25日（水）まで
販売店舗　JA佐波伊勢崎の農畜産物直売所あずま店
　（東町）・からか～ぜまゆの郷（境百々）・フレッセイ
　安堀店（安堀町）・フレッセイクラシーズ連取（連取町）
販売価格　１カップ540円
問い合わせ　農政課（☎27−2757）

▲松ぼっくりをリボンなど
で飾り付けます
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せ
ん

参
加
料
　高
校
生
以
上
＝
１
０
０

０
円
、
中
学
生
以
下
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
　12
月
20
日（
金
）ま
で

に
参
加
料
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
へ保

健
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

期
日

　令
和
２
年
２
月
13
日（
木
）・

18
日（
火
）（
全
２
回
）

時
間

　午
前
９
時
20
分
～
正
午

会
場

　赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　受
講
後
、
子
育
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
各
保
健
セ
ン
タ
ー

の
保
健
事
業
に
協
力
で
き
る
人

定
員

　30
人
程
度（
先
着
順
）

内
容

　子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
と
役
割
、
子
ど
も
が
喜
ぶ
手

遊
び
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　12
月

12
日（
木
）か
ら
令

和
２
年
２
月
12
日

（
水
）ま
で
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
各

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
リ
フ
ト
代
、
昼
食
代
、
ス
キ
ー

の
レ
ン
タ
ル
代
は
別
途
必
要
で
す

申
し
込
み
　12
月
19
日（
木
）午
後

６
時
30
分
か
ら
６
時
45
分
ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
参
加
者
の
家
族

が
境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

旅
行
企
画
・
実
施
　平
井
交
通（☎

（20）
２
２
２
７
）

市
民
ス
キ
ー
競
技
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日

　令
和
２
年
１
月
26
日（
日
）

受
付
時
間

　午
前
８
時
30
分
～
９

時会
場

　丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場（
利

根
郡
片
品
村
）

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人
、
市
ス
キ
ー
協
会
加
盟

ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
人

※
必
ず
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
な
ど

に
加
入
し
て
く
だ
さ
い

※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
の
同
意

が
必
要
で
す

種
別
・
種
目

●
ス
キ
ー
の
部
・
大
回
転
＝
60
歳

以
上
男
子
、
50
歳
代
男
子
、
40
歳

代
男
子
、
30
歳
代
男
子
、
20
歳
代

男
子
、
10
歳
代
男
子（
高
校
生
以

上
）、
一
般
女
子（
高
校
生
以
上
）、

中
学
生
男
子
・
女
子
、
小
学
生
高

学
年
男
子
・
女
子（
４
～
６
年
生
）、

小
学
生
低
学
年
男
子
・
女
子（
１

～
３
年
生
）

●
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部
・
大
回
転

＝
年
齢
・
性
別
の
区
別
は
あ
り
ま

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

「
う
た
ご
え
★
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
」

生
涯
学
習
課（
☎

（27）
２
７
９
４
）

期
日
　12
月
14
日（
土
）

時
間
　午
後
２
時
～
４
時

会
場
　赤
石
楽
舎

定
員
　１
２
０
人（
先
着
順
）

内
容

　キ
ー
ボ
ー
ド
、
ベ
ー
ス
、

ギ
タ
ー
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
生

演
奏
を
バ
ッ
ク
に
童
謡
、
唱
歌
、

歌
謡
曲
な
ど
を
み
ん
な
で
歌
い
ま

す参
加
料

　１
０
０
円（
資
料
代
な

ど
）

申
し
込
み

　当
日
直
接
会
場
へ

ス
ポ
ー
ツ

親
子
ス
キ
ー
体
験
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日

　令
和
２
年
１
月
19
日（
日
）

時
間

　午
前
６
時
30
分
市
野
球
場

西
側
駐
車
場
集
合
・
出
発

※
午
後
６
時
帰
着
予
定

会
場

　丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場（
利

根
郡
片
品
村
）

対
象

　市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者

定
員

　40
人（
抽
選
）

内
容

　基
礎
か
ら
指
導
し
ま
す

※
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
で
き
ま
せ
ん

参
加
料

　３
０
０
０
円（
交
通
費
、

保
険
料
な
ど
）

催
し

市
収
蔵
美
術
展

「
福
沢
一
郎
の
世
界
へ
」

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
８
）

　
市
で
所
蔵
し
て
い
る
福
沢
一
郎

の
美
術
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間

　12
月
19
日（
木
）か
ら
23
日

（
月
）ま
で

時
間

　午
前
10
時
～
午
後
５
時

会
場

　境
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

入
場
料

　無
料

【
文
化
協
会
諸
芸
部
門
に
よ
る
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
】

　伊
勢
崎
マ
ジ
シ
ャ
ン
ク
ラ
ブ
が

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。

期
日

　12
月
21
日（
土
）・
22
日（
日
）

時
間

　午
後
１
時
開
始

会
場

　境
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

入
場
料

　無
料

申
し
込
み

　当
日
直
接
会
場
へ

お
楽
し
み
会
冬
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎

（70）
２
４
１
５
）

　家
の
人
と
一
緒
に
手
遊
び
や
ふ

れ
あ
い
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

期
日

　12
月
19
日（
木
）

時
間

　午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分会
場

　境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　当
日
直
接
会
場
へ

12/18 • 19 • 20 • 
　  21 • 22

◆山陽オート場外発売 
　九州スポーツ杯GⅠスピード王決定戦

★…伊勢崎開催

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています

☎24－5780　  http://isesaki-auto.jp/

12/9 • 10 • 11 
★第１５回大手文蔵杯

12/12 • 13 • 14 • 
　  15

◆飯塚オート場外発売

12/15 •  16 • 17
◆川口オート場外発売

華蔵寺公園遊園地 ☎25－4478
http://www8.wind.ne.jp/kezouji/

お客様感謝デー
　日頃の来園に感謝して、
急流すべりを無料で開放
します。
期日　12月22日（日）
時間　午前９時30分～午後４時30分
　※天候により変更する場合があります

健
康
づ
く
り
課（
☎

（27）
２
７
４
６
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎

（23）
６
６
７
５
）

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎

（20）
２
２
１
０
）

あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

（62）
９
９
１
８
）

境
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

（74）
１
３
６
３
）
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旬コレ 問い合わせ　農政課（☎27－2757）

―生産者からひとこと
　200年以上の間、地元で大
事に作ってきたネギです。昔
からあるものですので、これ
からも残していきたいと考え
ています。市民の皆さんにぜ
ひ、食べてもらいたいです。

―下植木ねぎとは
　200年以上の歴史がある伝統野菜です。元々は贈答用の品とし
て作られていて、種を植えてから収穫までに１年近くかかるので、
冬の時季しか、出荷することができません。
―特徴は
　糖度が非常に高く、約20度あります。煮たり焼いたりして、火
を通すことで甘味が増し、とろけるような柔らかさになります。
―おいしい食べ方は
　すき焼きなどの鍋物で食べると美味しいです。細かく刻んでみ
そ汁に入れたり、天ぷらでかき揚げにしたりするのもおすすめで
す。

コレクション NO.7コレクション NO.7「下植木ねぎ」「下植木ねぎ」

～ 知ってる？
地元のいい味・この味！～

地元、いせさきの“旬”をお届け！ 旬の農産物
　コレクション

下植木葱研究会 
会員の皆さん

ねぎ

　　伊勢崎市の魅力・再発見
移住してきた人が語る伊勢崎市の魅力とは？

い
せ
さ
き

発
行

■伊
勢

崎
市

  ☎
0270−

24−
5111

  FAX  0270−
23−

9800
〒

372−
8501 群

馬
県

伊
勢

崎
市

今
泉

町
二

丁
目
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 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは14ページへ
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紹介

●活動状況は？
▶月２回程度
●活動場所は？
▶赤堀公民館
●メンバーは？
▶15人

　活動では主に、会話形式の例文を基に手話の練習をしていま
す。単語ごとに皆さんが分からない部分を理解してから、文章を
練習します。参加者の習熟度に合わせて通訳もしてもらえるので
安心です。練習する例文は、日常の会話やドラマのセリフなどか
ら、月ごとに参加者が順番に考えます。交流の時間を設けてい
て、直接ろう者と関わって「ろう文化」に触れたり、旬な話題を手
話で楽しんだりしています。

赤堀公民館（☎62−1153）
第92回

サークル名 赤堀手話広場
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編集後記

　私はずっと伊勢崎市で暮ら
していますが、伊勢崎市の魅
力を聞かれても、これまでは
ぼんやりとしか答えることが
できませんでした。
　しかし、市役所に勤め、広
報課としてさまざまなイベン
トや人を取材していくうちに、
徐々に伊勢崎市の良さを感じ
られるようになりました。
　本紙では、市民の皆さんに、
伊勢崎市の魅力を改めて意識
してもらえるように、いろい
ろな人のインタビューを絡め
て市の魅力を紹介しています。
皆さんは、伊勢崎市にどんな
魅力があると思いますか？（は）

赤堀・東・宮郷地区放課後児童クラブ入所児童募集 ･･  P12
土・日曜日窓口業務を休止します ････････････････････  P12
土地・建物・償却資産の申告を忘れずに ･････････････  P13
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2019年
11月

１
日
現
在

●
人
口
	
213,349人

	（前
月
比
＋
35）

●
世
帯
数
	
90,668戸

	（前
月
比
＋
50）
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